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１． はじめに 

口永良部島の中央火口丘は，新岳，古岳，野池

などの火山群からなる（図 1）．記録に残されている

噴火の歴史は 1841 年までしか遡れないが，20 世紀

に入ってもしばしば水蒸気爆発を繰り返しているこ

とから，口永良部島は活動的な火山であるといえる．

これらの噴火はすべて，新岳の火口内あるいはそ

の東側の割れ目火口において発生している．新岳

の火口の直径は約 200m，深さは 110～140m であり

（西・他，1975），東側の割れ目火口の長さは南北

方向に 700～800m である．1966 年の噴火は新岳の

中央火口において発生し，1945 年，1980 年の噴火

は新岳の東側の割れ目火口において発生した． 

火口縁の西側から南側にかけて多数の微弱な噴

気が存在する． 

口永良部島の噴火は，爆発力が大きいため，し

ばしば遠方まで，噴石が到達する．1933 年 12 月か

ら 1934 年 1 月の噴火では，新岳火口南東 1.9km に

ある七釜集落に噴石が多数落下し，死者 8 名，負

傷者 26 名の災害が発生した．1966 年の噴火でも火

口の北～北東方向に噴石が 3km の距離に達した．

一方，口永良部島には，西の湯，寝待，湯向などの

温泉が湧出している．このように水蒸気爆発の爆発

力が大きく，多数の温泉を有する火山では，熱水活

動が活発であると考えられ，その熱的状態を把握し

ておくことは，きわめて重要であると思われる． 

これまで福岡管区気象台（1991；1997） や平林・

他(2000；2002)による新岳および古岳の噴気温度や

山麓の温泉の温度調査が繰り返されてきた．新岳

西側の噴気温度は 90℃程度であった（福岡管区気

象台，1991；1997）．新岳東の割れ目の南の端には

噴気が残っているだけであり（K3，図 1），1992 年か

らの噴気温度測定によれば，噴気温度が著しく低

下している（平林・他，2002）．ことなどが知られてい

る．また，井口・鍵山(2002)は 2001 年 2 月に空中か

ら熱赤外映像観測を行い，熱異常域の面的な広が

りを調査し，主要な熱異常域が新岳の西側から南

側の縁にある噴気地帯に分布し，火口内には熱異



常域がないことを示した．さらに，新岳からの放熱量

を約 14MW と見積もっている． 

火口底には2001年2月の時点では噴気はないと

されてきたが（井口・鍵山，2002），火山性地震活動

の活発化に対応するように 2003 年 2 月ごろから弱

いものの噴気活動が認められるようになった．その

後，2004 年 2 月，2005 年 1 月など，火山性地震活

動が活発化するたびに新岳の西側から南側の縁と

火口内の噴気活動が活発化することが目視できる

ようになった．火口底での噴気の出現と火山性地震

の活発化は，2003 年 2 月ごろから地磁気強度が急

速に変化したことに対応し，高温領域に相当する熱

消磁域が浅部に上昇したものと解釈されている（神

田，2007，本報告）．高温域の上昇は，地表面の温

度分布にも変化が現われる．本稿では，地震活動・

噴気活動の活発化に対応して実施された空中赤外

熱映像測定による結果を報告する． 

 

２． 観測 

2001 年 2 月 2 日に実施した上空からの熱赤外測

定以降（井口・鍵山，2001）では，2003 年 3 月 19 日

14 時 10 分から 14 時 25 分，2005 年 2 月 26 日の

10 時 35 分から 11 時 00 分，2006 年 10 月 19 日の

10 時 35 分から 11 時 14 分の計 3 回の測定を実施

した．2003 年の測定では日本アビオニクス社製

TVS2000を使用した．2005年と2006年の測定で使

用した赤外線走査装置は日本三栄株式会社製

TH7102MV（高温仕様）である．その仕様を以下に

示す． 

機種  TVS2000 

観測視野角 縦 10 度×横 15 度 

瞬時視野角 2.2mrad 

検知器  インジウムアンチモン 

10 素子アレイ 

検知波長領域 3-5.4μm 

検知器冷却方式 アルゴンガス 

観測温度範囲 -20～950℃ 

温度分解能 0.1℃ 

 

機種  TH7102MV 

観測視野角 縦 22 度×横 29 度 

瞬時視野角 1.58mrad 

検知器  2 次元非冷却センサー 

検知波長領域 8-14・μ 

観測温度範囲 -40～2000℃（4 レンジ切り替え） 

温度分解能 0.08℃ 

撮影間隔 60 フレーム／秒（最大） 

 

撮影範囲を図 1 に示す．ヘリコプターの床面の作

業孔から鉛直に撮影した．2003 年と 2005 年の測定

における飛行高度は，1000m で口永良部島火山の
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図 1．山頂付近の地形と赤外熱映像の測定範囲

（破線で示す）． 



新岳火口縁からおよそ 450m 上空になる．1 回の撮

影で約 130m×90m の範囲を測定することになり， 

2005 年の測定ではその 4 倍の面積を一度に測定し

た．2006年の測定では高度1500mを飛行し，1回の

撮影範囲は約 130m×90m となる． 

 

３． 結果 

2001 年 2 月と 2003 年 3 月の測定結果を比較し

て図2に示す．カラースケールは温度異常のない部

分が緑色以下になるように調整してある．新岳火口

内の北西側の領域（B1 および B2）については，熱

異常域が 2001 年 2 月ではスポット的であったが，

2003 年 3 月には大きく拡大していることがわかる．ま

た，2001 年 2 月には認められなかった領域 B3 の熱

異常は 2003 年 3 月の熱映像では識別できる．これ

らの領域は 2003 年 2 月に噴気活動が認められた領

域である．また，新岳の南西側には熱異常域が列

状に分布する（SW1 および SW2）．SW1 および SW2

領域の最高温度は温度異常域のない部分に比べ，

20～25℃高く，2001 年 2 月から 2003 年 3 月の間に

大きな変化はないが，2003 年 3 月の測定では熱異

常域が西側及び南西側に張り出していることがわか

る． 

2005 年 2 月と 2006 年 10 月に行われた結果を図

3 に示す．2003 年 3 月と 2005 年 2 月の熱映像を比

較すると大きな変化はないが，新岳火口底の領域

B4 の熱異常域が顕著となっていることがわかる．更

に，2006 年 10 月の測定ではその面積が拡大してい

る．同様に B1 および B3 の領域の熱異常域が広が

っている．更に火口の南西側の領域 SW1 において

熱異常域が大きく拡大しており，この場所は山麓か

らも噴気活動の活発が目視できる場所に対応する．  

 

４． まとめ 

2001 年 2 月以降，2006 年 10 月まで 4 回の空中

熱赤外映像観測を実施してきたが，2001 年 2 月と

比較すると新岳火口底および火口縁から南西側の

領域において熱異常域の拡大が見られる．熱異常

域の拡大は新岳火口底における噴気の出現および

南西側の領域における噴気活動の活発化に対応し

ている．新岳火口底の噴気が出現した後の 2003 年

3 月の測定，南西側の領域における噴気活動の活

発化が認められた後の 2006 年 10 月の測定におい

てその違いが顕著である．神田（2007，本報告）は

2003 年 2 月ごろから地磁気強度が急速に変化した

ことを高温領域に相当する熱消磁域が浅部に上昇

したものと解釈し，更に 2006 年 9 月以降に観測され

た地磁気変化の急変を火口直下浅部の熱的状態

の変化としているが，空中赤外熱映像観測からも地

磁気変化から推定される熱的状態の活発化を支持

する結果が得られた． 
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